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和泉市公共交通利用活性化プロジェクト委員会
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【和泉市地域公共交通網形成計画の位置づけ】

＜基本方針２＞
各交通機関の役割と特性を活かした、持続可能な交通網の形成

事業：デマンド型交通の検討

１）AIオンデマンド交通の導入検討について

資料１



（１）地域公共交通の現状

２

 コロナ禍により地域公共交通の輸送人員は、長期的に低落傾向。
 交通事業者の経営悪化、サービス水準低下が進み地域公共交通が衰退。
また、乗務員不足も深刻。

 長年にわたる自家用車依存による高齢運転者による事故が問題として顕在化。
 公共交通を確保するための公的負担が増加傾向。

＜地域の移動を担う交通手段＞

・移動目的を生み出すまちづくり全体から
交通を捉えた取組推進

・既存路線網の維持新たな移動需要の創出や
地域の暮らしを充実



 市内の一部に、大型バス車両では通行困難な交通空白地域が存在
しているほか、中山間地域の一部において不便地域が存在

（２）本市の現状と課題

交通空白地域をカバーする地域内交通
としてデマンド型交通の検討が必要

３公共交通がカバーする圏域（バス停、鉄道駅から等距離にある領域（バッファ）を視覚化



 利用者の予約（デマンド）に応じて運行するデマンド型乗合バス（タク
シー）について、実証実験結果を踏まえて持続可能な運行形態を検討

（３）取り組み事業と運行エリアの考え方

４

 他の交通機関と競合しないよう、空白地域と最寄り拠点を限定的に結ぶ
運行エリアを設定し、他の交通機関との乗り継ぎ利便性を確保

【実証実験の運行エリア案】

和泉市阪和線西エリア

＜運行エリア設定の考え方＞

・鉄道駅800ｍ、バス停300ｍ圏に含まれない
地域（交通空白地域；繁和町）

・バス停300ｍ圏、ネットワーク到達距離圏に
含まれない地域かつバス路線がない交通
空白地域（阪和線西側の地域）



 バスと同様に複数の人を一度に運ぶことができる効率性と、タクシー
と同様に利用者の要望にきめ細かく応えることができる柔軟性を併せ
持った移動サービスの提供形態。

（４）オンデマンド交通とは？

５

 利用できる時間帯、乗降地点などを全く定めない形態から、路線や時刻
は定めるが予約（デマンド）がなければ運行しないという形態まで、地域
や利用者の実態に応じて様々なサービスの形態を取ることができる。

 デマンド交通とも呼ばれ、「デマンド型乗合タクシー」、「デマンドバス」
と言われるものも含む。

 国では、MaaSの普及に向けた基盤整備の一環として、地域の移動手段
確保に「AIオンデマンド交通の導入支援」を展開
AIオンデマンド交通とは
AI（人工知能）を活用した効率的な配車等により、利用者予約に対し、リアルタイムに最適配車
を行うシステム。
MaaSとは
「Mobility as a Service（モビリティ・アズ・ア・サービス）」 の略称で、鉄道・バス・タクシー・旅客船・旅
客機・カーシェア・シュエサイクルなど複数の交通機関のサービスをひとつのサービスとして結び付
け、人々の移動を大きく変える概念を指す。

オンデマンド交通とは

新たなモビリティに関する近年の状況



（５）AIオンデマンド交通のメリット・デメリット

６

【イメージ】

※乗降ポイントの設置には関係者との協議や予算的な
検討等が必要

メリット ・ 路線に縛られないため、目的地まで最短距離で運行可能
・ ダイヤ変更に影響しないため、乗降ポイントを柔軟に設置可能
・ 利用ニーズに応じて運行するため、効率的な配車が可能

デメリット ・予約しなければバスは来ないため、乗車にひと手間かかる
・事業経費を圧縮できるかどうかは不透明
・通常のタクシーとの棲み分け及び福祉移送サービスとの整合



（６）先進地視察の実施について

７

本市が抱える公共交通課題に対する対応策や、これから本市に求められる地域交通の役割の実現のための
ノウハウ等、今後のＡＩオンデマンド交通の検討の参考とするため、先進地視察を実施（令和４年２月２８日）。

１．視察目的

２．視察先

三重県桑名市 ＡＩ活用型オンデマンドバス「のるーと桑名」

３．桑名市が抱える交通課題

 交通空白地域の解消を目的としてコミュニティバス「Ｋバス」を運行
 市内で8路線を運行中だが、便数の少なさや他路線への乗り換えが課題

ＡＩ活用型オンデマンド実証実験

＜Ｋバスの主な課題＞
・運行本数が少ない ・慢性的な赤字経営
・速達性がない ・鉄道との接続が困難
・定時性に欠ける ・既存の路線バスとの重複
・他路線への乗り換えが困難 ・ルート変更のみで交通空白地

を埋めるのは困難

これらの課題に対応するため、デマンド乗合サービスを含めた
新たな公共交通サービスの展開を検討

【目的】 新型コロナ対策（密回避等）の実効性
とコミュニティバスからの代替可能性、
及び基幹交通とのシームレスな接続の検証

【実施時期】令和４年１月３１日～３月４日
【運行時間】※日曜日運休
平日 9：00～18：30 土・祝日 9：00～18：00
【運賃】無料

本市が抱える地域公共交通の課題と類似した点が多く、対応策の検討として新たな公共交通サービス
を展開する桑名市の今後の検証等を参考にしながら、ＡＩ活用型オンデマンド交通の導入検討を進める。



８

【和泉市地域公共交通網形成計画の位置づけ】

＜基本方針１＞
主要駅を拠点として、まちづくりと連携した交通結節機能の強化

事業：南部地域のまちづくりと連携した交通ネットワークの検討

１）槇尾校区公共交通・通学バス路線の検討状況について

資料２



（１）南部(中山間)地域における現状と課題

９

 集落が山間部奥地まで広がっており、公共交通をはじめとする各種
生活サービスの提供に対して非効率的な状況にある。

 現在、槇尾中学校がバスの乗り継ぎ拠点として機能しているが、
南部リージョンセンターを含めた交通ネットワークのあり方を検討し、
南部地域住民の利便性の向上を図る必要がある。

国分峠東



（２）これまでの取り組み

１０

H１３年１２月 コミュニティバス「めぐ～る」
「横山ルート」運行開始

H１６年 ３月 横山地域バス運営委員会 設置
H１７年 ３月 コミュニティバス 廃止

オレンジバス運行開始
H２５年 改編（槙尾山ルート1便増便）

【横山校区】 【南横山校区】

H１７年７月 路線維持バス（コミバス車両活用）
「父鬼ルート」運行開始
朝夕通勤・通学の移動手段確保

H２８年 デマンド交通利用アンケート調査
H２９年 デマンド型乗合タクシー実証運行
H３０年 実証運行の効果検証

H３１（R１）年 南部地域公共交通アンケート調査
ワークショップ（地域住民）
路線バス「父鬼線」、路線維持バス「父鬼ルート」
乗降調査

R２年 オレンジバス利用者アンケート調査
ワークショップ（地域住民）

R３年～ 槇尾校区公共交通・通学バス路線検討（～R４年）
関係者協議

【横山・南横山校区】

↑横山ワークショップ↓

↑南横山ワークショップ↓

H３１年３月 地域公共交通網形成計画策定



市南部地域の小中学校

小規模特認校

南横山小学校

横山小学校

槇尾中学校

統
合

（仮称）槇尾学園の通学手段の検討

・Ｒ７年４月に施設一体型の小中一貫校の開校が予定

・南横山小学校の特認制度を継承(校区外から通学可能)
・南横山小学校の敷地を活用した授業を計画

・児童生徒の通学安全を第一に確保しつつ、既存路線

バス等の有効活用と専用バス導入を費用面でも検討

・専用バスの活用検討(高校生等の通学手段)

学校や地域、交通事業者等の関係者と調整し、
(仮称)槇尾学園の移動手段と地区内公共交通を一体的に整理

市南部地域

運転のできない学生・生徒

高齢者・障がい者

運転免許返納者 等

（３）検討の背景

地域住民が望む公共交通サービスの検討
・人口減少や高齢化等に伴うバス利用者が減少傾向

・居住エリアからバス停まで遠い（傾斜地で移動抵抗）

・利用目的に合わないバスのルート等(地域内巡回含む)
・通勤、通学（高校等含む）の移動手段の不足

・運転に不安を感じても生活不便から免許返納できない

・既存路線バスを維持しつつ、デマンド等の導入検討

意
見

１１



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

コンサルタント

和泉市

路線網検討

分科会

学校開校準備委員会
※横山・南横山校区が参画

公共交通利用
活性化プロジェクト

委員会

※今後の関係各機関との協議などにより変更となる可能性があります。

R4

（４）検討スケジュール

１２
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 （５）通学手段の検討状況 

現状の 

通学手段 
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資料３

【和泉市地域公共交通網形成計画の位置づけ】

＜基本方針１＞
主要駅を拠点として、まちづくりと連携した交通結節機能の強化

事業：主要な拠点の利用者の利便性向上に向けた検討

１４

２）コミュニティバス停留所の移設について



（１）コミュニティバス停留所の現状の問題点

 小田・和気ルート「国府小学校前」バス停は、府中町南（旧和泉市立病院前）と和
泉府中駅前の間に位置

１５

【コミュニティバス小田・和気ルート】

【国府小学校前バス停】【渋滞状況】

コミュニティバス利用者の安全確保、利便性の向上及び交通事故を
未然に防ぐために、バス停位置の見直しが喫緊の課題

 バス停を通過後は和泉市役所北交差点を右折し、和泉府中駅前へ

 近年、同交差点では交通量が増加しており、渋滞状況によってはバス停を停車
後に右折レーンへの進行が困難となり、直進2車線を塞ぐケースが頻発

交通渋滞に伴う
運行遅延
⇒和泉府中駅前
における乗継利
便性が低下



（２）取り組み事業

 大阪府（鳳土木事務所）、和泉警察署及び南海バスとの協議を踏まえて、
現行バス停位置から南側約50ｍ先（国府小学校前の歩道橋前）に移設

【B：新バス停留所】

【国府小学校前バス停位置図】

【A：現バス停留所】

１６
※本資料に示す内容はイメージであり、今後の関係者協議により整備内容に変更が生じる可能性があります。


